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研究成果の概要（和文）：本研究は、小中一貫教育を通して児童生徒のキャリア・進路意識がどのように形成さ
れるかを明らかにするとともに、発達特性および汎用的能力をふまえたキャリア教育の開発を目的とした。その
結果、(1)「考える時間」および「6つの帽子」を活用した授業の開発によって、思考技能が育成されること、
(2)進学・進級への不安は最上級生において高く、進路動向とキャリア意識について学校種および学年間で違い
が見られること、(3)人口減少地域における小規模小・中学校の課題への対応や、5－7年生ブロックによる取り
組みが児童生徒の意識を高めること等の成果を得た。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to clarify how the students' career awareness
 is formed through the primary-secondary integrated educational system, and to propose a career 
education program based on its developmental characteristics and general competencies. The findings 
of this study are as follows: 1)Students’ thinking skills were fostered by developing lesson plans 
using “thinking tools” and the “six hats”, 2) Anxiety about going into the next grade was higher
 among more senior students, and between different school grades and different types of school there
 were differences in both the trends in the advancing into the next grade, and in the students' 
career awareness, 3) Students' awareness was promoted through actions dealing with the problem of 
small-sized primary and secondary schools in population decreasing districts, and group activities 
performed by 5th and 7th graders.

研究分野：教育方法学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通じて、小中一貫教育を受けた児童生徒に着目して、9年間の学びや意識の形成を継続的に検討した。
それとともに、小学校と中学校で別々に行われていたキャリア教育を一貫して計画することで、重複や飛躍のな
い実践を行う可能性を見出した。2016（平成28）年より義務教育学校が法制化されており、本研究におけるこれ
らの成果は、全国の自治体において構想・実践されている小中一貫教育の新しい姿や在り方を考える上で、重要
な役割を果たすことが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 学校教育法が改正され、2016（平成 28）年より義務教育学校が法制化された。施設一体型小

中一貫校をはじめ、一つの教員組織および建物において 9年間を見通した教育課程による教育

を行うことは、初等中等教育の新しい姿やあり方を考える上で、重要な役割を果たすであろう。

その中で、小中一貫教育における児童生徒のキャリア・進路意識の形成という問題があげられ

る。これは、小学 6年生修了時と中学 3年生卒業時のそれぞれについて課題がある。前者は、

私立中学校への進学や複数の小学校からの入学であり、施設一体型一貫校でも生徒の半数近く

が入れ替わる場合も見られ、円滑な連携・接続を妨げる要因となっている。また後者は、義務

教育課程修了時の進路についてであり、9 年間の教育を通じてキャリア意識の形成ができてい

るか、あるいは保護者や地域の高校大学への進学に対する期待と学校側の取り組みや生徒の意

識とのずれといった課題がある。 

 
２．研究の目的 

 本研究は、小中一貫教育を通して児童生徒のキャリア・進路意識がどのように形成されるか

を明らかにするとともに、発達特性および汎用的能力をふまえたキャリア教育の開発を目的と

する。具体的な課題は、以下の 3点である。 

(1)汎用的能力の育成および 9年間の連続性に重点を置いたキャリア教育 

 キャリア形成に必要な基礎的・汎用的能力と、今日強調されている育成すべき資質・能力と

の関係を明らかにするとともに、キャリア教育がカリキュラム全体にどのように位置づけられ

ているかを分析する。また、基礎的・汎用的能力の育成に主眼を置いた実践事例を開発しなが

ら、9年間の連続性をふまえたキャリア教育のあり方について検討する。 

(2)小中一貫教育における児童生徒のキャリア・進路意識 

児童生徒が、小中一貫教育における学習や生活、異学年との交流をどのように受け止めてい

るかについて明らかにする。またキャリア形成という観点から、将来の進路や夢をどのように

抱いているか、および小 6、中 3 時における私立学校や他校も含む進路選択意識について、理

由とともに明らかにする。 

(3)小中一貫教育カリキュラムにおけるキャリア教育実践 

教育活動や授業の観察にもとづく事例分析を行いながら、小中一貫教育カリキュラムが、児

童生徒のキャリアや資質・能力の形成にどのような影響を及ぼしたかを検証する。これらをふ

まえて、6-3 年制にとどまらない、小中一貫教育のあり方についても考察する。 

 
３．研究の方法 

 上記の目的を達成するために、本研究は以下の 3点から研究を進める。 

(1）小中一貫教育における実践事例の整理 

 申請者が助言者等として関わっている自治体を中心に、小中一貫教育の実践について継続的

に観察および記録を行う。具体的には、総合学習の一部にキャリア教育を取り入れている事例

を取り上げ、汎用的能力の育成および 9年間の連続性という観点から授業分析を進める。 

(2)児童生徒の進路動向およびキャリア意識に関する調査 

小中一貫教育を受けた 6年生がどの学校に進学したかについて、進路実績をもとに全体的傾

向を明らかにするとともに、中学校 3年生についても、卒業後の進路動向を分析する。さらに、

小中一貫教育が児童生徒の意識にどのような影響を及ぼすかについて、「教科担任制」「異学年

交流」「進級・進路」「社会力」を中心に調査を行い、結果を比較分析する。 

 (3)小中一貫教育におけるキャリア教育プログラムの開発 



 各地の実践事例を参考にしながら、汎用的能力の育成をふまえたキャリア教育プログラムを

開発する。また、小中一貫教育における地域および学校規模の問題として、地方において学校

統廃合と小中一貫教育とが切り離されないまま議論されるということが指摘されている。これ

らの相違についても、多様な自治体の実践およびこれまでの研究成果を活用しながら、小中一

貫教育開始以来の取り組みに関する成果や変容を明らかにする。 

 
４．研究成果 

 第一の課題である、汎用的能力の育成および 9年間の連続性に重点を置いた授業については、

つくば市「つくばスタイル科」における「考える時間」および「6 つの帽子」を活用した授業

を開発した。「考える時間」においては、8種類の思考スキルに対応した思考ツール、および言

語化の手がかりとなる論理語彙を用いて、児童生徒が図示化ならびに視覚化して学ぶとともに、

自分の考えをまとめ説明し、話し合いのしかたも整理するといった汎用的能力が育成された。

また「6 つの帽子」においては、デボノの水平思考および並行思考の考え方に即して、教科ご

とに授業が開発された。具体的には、事実や数値といったデータを表す白い帽子、思ったまま

の感情的な視点を表す赤い帽子、弱点やマイナス面の視点を表す黒い帽子、肯定的な側面やプ

ラス面の視点を表す黄色い帽子、創造性と新しい考え方への視点を示す緑の帽子、考え方のプ

ロセスを構成あるいは調整する青い帽子のそれぞれを用いて、他教科の学習にも共通する汎用

的能力の育成が目指された。 

 第二の課題である、小中一貫教育における児童生徒のキャリア・進路意識については、小中

交流の実態と意味、進路・キャリア意識、および小中一貫教育に対する評価に関する実態調査

を行うとともに、子どもたちが憧れる職業に関する国際比較調査結果の考察を行った。調査の

結果、主として以下の特徴が見られた。 

1）連携型よりも一体型の方が小中交流は盛んであり、小中交流の楽しさ、学校生活全般への

満足、自己肯定感、他者との多様な関係、社会貢献といった点で肯定的である。 

    2）進級時に伴う不安と意識について、教師や学業面に対する不安が大きく、対人面がそれに

続く。また、進学・進級への不安は連携型の方が一体型よりも強いとともに、最高学年や最上

級生において高い意識と重圧とを感じる一方、7年生はいわゆる「中だるみ」がうかがえる。 

3）進路動向とキャリア意識について、中学受験は 5年生までに決めており、「国立・都県立・

私立中学校」の希望は一体型の方が多い。8・9 年生についても、「国立・私立高校」の希望は

一体型の方が多い。理由については、5・6年生の「きょうだいや友だちと同じ学校に通いたい」

「家から近い」から、8・9年生の「やりたい勉強や部活動ができそう」と「施設が充実してい

る」へと変化している。進路・キャリア意識については、自分の意志で決めようとする意識が

8年生になるとまず高まり、具体的な計画や努力については 9年生になってから高まる。 

4）連携型よりも一体型の方が、小学生と中学生とが一緒に生活・活動をすることや、小・中

学校の様々な先生がいて理解してもらえるという点で小中一貫教育を高く評価している。これ

に対して、連携型では中学生にそれらを忌避する傾向がある。 

また子どもたちが憧れる職業については、幼い子どもたちは、夢のある輝かしい将来を思い

描く一方、高校生は国や文化によって、希望する仕事が異なっている。なお日本の高校生は、

販売員や一般事務といった「現実性」を重視した仕事や、公務員や教師といった「安定性」を

重視した仕事を希望していた。 

第三の課題である、小中一貫教育カリキュラムにおけるキャリア教育実践については、人口

減少地域における小規模小・中学校の課題への対応、および小中交流による成果と課題をそれ



ぞれ検討した。前者については、宮崎県美郷町と五ヶ瀬町を取り上げ、地域で唯一の学校とし

て全教職員ですべての子どもに責任を持つ体制づくりや、一人ひとりの個性や課題を把握しな

がらの情報の引き継ぎ、幼小中合同の縦割り組織である「ファミリー班」の編制による人間関

係づくりといった工夫を行っている。また後者については、施設一体型小中一貫校 5-7 年ブロ

ックで行われている FSS(Five-Six-Seven)活動を取り上げ、FSS 活動を通して、5年生は中学校

的な生活に慣れ 5－7年ブロックの一員としての意識が芽生える、6年生は 7年生を見本としな

がら上級生としての意識を身につける、7 年生は中 1 ギャップを感じることなくリーダーとし

て活躍するといった成果がある。その一方で、5・6年生がしっかりして中１が幼くなるという

一般的な姿が、5・6年生が幼くなり 7年生はしっかりするといった異なる成長のプロセスをた

どるのにすぎないのではないかという課題も見出された。 
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